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－  4  －－  5  －
史
苑
（
第
七
九
巻
第
一
号
）
史　苑　の　窓
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
　
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
は
、
社
会
主
義
者
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
。
彼
ら
は
、
植
民
地
軍
の
間
で
紅
衛
兵
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
こ
う
し
た
運
動
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
み
、
主
要
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
リ
ー
ダ
ー
を
東
イ
ン
ド
か
ら
追
放
し
た
。
そ
の
た
め
指
導
権
は
、
若
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
手
に
移
り
、
一
九
二
〇
年
に
党
名
を
現
地
語
の
マ
レ
ー
語
でPerserikatan K
om
m
unist di India 
［
東
イ
ン
ド
共
産
主
義
者
同
盟
（
の
ち
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
と
な
る
）］ 
と
変
更
し
た
。
ア
ジ
ア
で
最
初
の
共
産
党
で
あ
っ
た
。
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
と
、
東
イ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
の
独
立
を
掲
げ
た
。
以
降
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
、
民
族
主
義
運
動
の
主
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
主
義
者
は
「
変
人
」
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
地
人
に
対
抗
原
理
を
形
成
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
は
、
上
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
自
身
が
社
会
主
義
運
動
を
構
築
す
る
こ
と
も
、
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
で
も
初
期
の
段
階
で
は
、
植
民
地
体
制
へ
の
不
満
を
正
当
化
し
て
く
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
頼
も
し
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
ス
ネ
ー
フ
リ
ー
ト
は
、
東
イ
ン
ド
を
追
放
さ
れ
た
後
、
中
国
で
第
一
次
国
共
合
作
に
尽
力
し
た
。
　
こ
う
し
た
現
象
は
、
反
植
民
地
主
義
運
動
だ
け
に
限
ら
な
い
。
今
日
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
以
外
の
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
地
の
人
々
と
接
触
を
試
み
る
日
本
人
は
、
当
該
地
域
の
人
々
に
、「
変
な
外
人
」
あ
る
い
は
「
変
な
日
本
人
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、そ
う
し
た
多
様
な
人
々
と
の
出
会
い
が
、
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
社
会
を
変
え
る
動
き
を
誘
発
す
こ
と
も
あ
る
。
人
の
出
会
い
は
、
実
に
不
思
議
で
あ
る
。
外
来
者
と
の
交
流
が
、
文
化
摩
擦
を
生
む
一
方
で
、
抱
え
て
い
る
矛
盾
解
決
の
た
め
の
糸
口
を
授
け
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
（
本
学
名
誉
教
授
）
